



























― 幼稚園から戦時託児所への転換事例 ― ②





































































　　空の組（　  〃  　黄組）



















































































































































































































４） 矢吹慶輝「はしがき」（鈴木積善 前掲書注２）序p.1.）、久保良英「序」（鈴木積善 同前序p.3.）
５） 井草幼稚園「井草幼稚園史」（井草幼稚園『井草幼稚園創立60周年記念誌』1993）
６） 高橋良和　前掲資料２）p.19.、井草幼稚園　前掲資料１）
７） 高橋良和　同前。
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８） 鈴木フミ子（対談）「往時をしのんで」（井草幼稚園　前掲資料５）『井草幼稚園創立60周年記
念誌』）。この対談には「鈴木が幼稚園を建てるなら応援しようと言って、増上寺の御前様の椎
尾辯匡先生、伝通院の木村玄俊先生をはじめ、全国に散らばっている先生方やお友達が応援し
て下さったんです。貧しい私たちの経済では、とても建てられませんものね。園舎や机、椅子
……全部で4,500円くらいだったでしょうか……。伝通会館からはピアノを寄付して頂き、阿
弥陀様も伝通院からお移し下さったんです。」との記述がある。また、井草幼稚園前掲資料１）
にも「幼稚園建築費は同時４千７百円、設立総予算６千円。一浄土門徒の教育への真摯な志に
対し、総本山知恩院（京都）、浄土宗宗務所より５百円もの御寄附をはじめ、多方面の方々から
総額５千円にのぼる篤志が寄せられた」と宗門関係者からの多大な後押しがあったことが記さ
れている。なお、井草幼稚園は1933（昭和８）年に創設されて以降、1944（昭和19）年に戦
時託児所としても休止するまで継続的に保育を行っているが、認可園となったのは戦後の1949
（昭和24）年４月である（東京都杉並区役所編『杉並区史』東京都杉並区、1955、p1124.）。
９） 同前。「井草幼稚園史」（前掲資料８）井草幼稚園『井草幼稚園創立60周年記念誌』）
10） 鈴木フミ子　前掲対談８）　鈴木積善の没年月日は、積善の孫にあたる井草幼稚園副園長鈴木啓
順氏のご教示による。
11） 同前。
12） 同前、井草幼稚園 前掲資料１）、高橋良和　前掲資料２）p.18-19.
13） 井草幼稚園所蔵「保育日誌　昭和17年度　鈴木・高岡・渡邉」
14） 同前。13）の「保育日誌」に挟み込まれていた「新入園児のご父兄様へ」という手紙の中の「保
育時間」に関する項目に、登園時間の変更について「◎空襲警報のあった場合にまごつかぬ為」
「◎早い方と遅い方の差を少なくする為」と理由が書かれている。
15） 井草幼稚園所蔵　前掲資料13）
16） 鈴木フミ子　前掲対談８）。井草幼稚園所蔵　前掲資料注５）「保育記録・山組・昭和18年11月
～」に11月25日と２月28日に「待
（ママ）
避訓練」を行ったことが記載されている。
17） 井草幼稚園　前掲資料注５）「保育記録・山組・昭和18年11月～」の９月10日に「開所以来最
初の日曜日。誰も来ないと思ったら７時半にはお弁当まで持って来た子があって、９時半まで
には出席10名。」という記述が、また10月12日に「子供はおやつなしとも３時から４時までよ
く遊ぶ。時局とは云へ辛抱強くなったことに驚く。」と長時間保育になっていることを示す記述
がある。
18） 井草幼稚園　前掲資料１）及び井草幼稚園『創立70周年記念誌―保育日誌―昭和18～21年抜
粋』。ともに1944年12月に閉鎖になったことが記されているが、正確な日付は不明。
19） 東京都杉並区役所編集・発行『杉並区史（下巻）』1972、p.652-656.
20） 東京都杉並区役所編集・発行『杉並区史』1955、p.1571-1581.
21） 井草幼稚園　前掲資料18）の『創立70周年記念誌―保育日誌―昭和18～21年抜粋』には「都
立戦時託児所もこの年昭和19年、指令により閉鎖。」と書かれているが、どこからの指令なの
かは書かれていない。
22） 2014（平成26）年９月11日、鈴木和長氏より聞き取り。
